
２０１１ 年 第３４回 フレッシャーズ産業論文コンクール 

実  施  要  綱（Ⅰ部） 

テーマ  「あすの企業を考える」（各自、副題をつけて下さい） 

          入社した企業、業種にとらわれず、広い視野からあすの企業、産業界について考えて下さい 

       副題選定や引用に日刊工業新聞を活用下さい（参加者は３カ月間無料購読できます） 

 

締切期限  ２０１１年８月１２日（金） ※必着※ 

      注：個人でのお申し込みは受け付けておりません 

論文枚数   Ｂ４判、４００字詰原稿用紙（たて書き） 

           表紙１枚、論文要旨１枚、本文 10枚厳守のこと 

 図表・参考文献は、本文には含まれません 

 横書きまたは社名、出身校名入りの原稿用紙は受け付けません 

 手書きの場合は万年筆、ボールペンを使用してください 

注：鉛筆・シャープペンシルは不可 

提出論文 

～とじ方～  ※別紙参照 

        ［１ 枚 目 ］…表紙（1枚）テーマ・副題・社名・個人名（ふりがな） 

        ［２ 枚 目 ］…論文要旨（1枚） 

        ［３～１２枚目］…本文 (10枚) 

        ［１３枚目以降］…図表・参考文献（２枚以内） 

 左上をホッチキス等でとめて下さい 

 原稿用紙の右下にページ番号をうってください     

参考文献等 ～表記について～ 

          書 籍 の 場 合 ：書名、著者名、出版社名、引用ページを明記 

新聞・雑誌の場合：紙・誌名、発行日、発行所、引用ページを明記 

ホームページの場合：ＵＲＬを明記 

 

審  査 第１次～第５次（2011年 8月 15日から 10月末）   

選考委員会は相澤益男総合科学技術会議議員を委員長とする、経済産業省・学識経験者・

後援団体幹部・日刊工業新聞社で構成 

 

入賞発表 ２０１１年１１月 日刊工業新聞紙上 

     第１席から優良賞までの論文と奨励賞以上の受賞者名を発表いたします 

 

表  彰 第１席  経済産業大臣賞(盾・賞状) 賞金３０万円・・・・１名 

         第２席  賞状・賞金  １５万円・・・・・・・・・・・・１名 

         第３席  賞状・賞金  １０万円・・・・・・・・・・・・２名 

         優良賞  賞状・賞金  ５万円・・・・・・・・・・・・３名 

         努力賞  賞状・副賞 （記念品）・・・・・・・・・・・若干名 

         奨励賞  賞状・副賞 （記念品）・・・・・・・・・・・若干名 

         参加賞  記念品  ・・・・・・・・・・・・・・・応募者全員 

主  催 日刊工業新聞社 

H P http://www.nikkan.co.jp/fresh 

※応募論文の版権は日刊工業新聞社に帰属します。応募論文は返却しませんので、念のためコピー保存して下さい。 

※ご提供いただきました個人情報は、フレッシャーズ産業論文コンクールに関すること以外には使用しません。 









�　　論文の書き方・そのポイント

　ちょっとまって、これも注意　

最近、インターネットなどで流れている論文や考えをコピー＆ペーストし
て文章を作る例が見られます。インターネットは題材を探したり、情報を得
るには便利なツールですが、組み合わされた論文はすぐにわかってしまうも
のです。どうか、自分の目で頭で心で“オリジナル”を創ってください。

　書き方のコツ

★立派な文よりも、わかりやすい文★

わかりやすい文章こそが真の名文、読む人の立場で書く

いくら熱弁をふるったところで、相手に伝わらなければ、なんにもなりません。
常に読む人の身になって、それにふさわしい文章を書く事を心がけて下さい。
読みづらかったり、見づらかったりするような論文も考えものです。例えば漢字
の混ざり具合も文章を見やすくする条件となります。論文をみて紙面が明るいとそ
れだけで読みやすさを感じるものです。

★「短いセンテンス」でテンポよく★

正確、わかりやすさは不可欠の条件、軽快さ、歯切れのよさ、も魅力です

センテンスは短いほど読みやすくなります。つぎに大切なのは「正確さ」です。
修飾詞と非修飾詞とが離れると、理解しにくいし、違った意味にも取られかねませ
ん。主語と述語が離れても、同様です。

★センテンス―内容がつくる読みやすさ―★

「二兎を追う者は、一兎も得ず」単純・簡単・明瞭に徹しよう

１つのセンテンスに、２つ以上の内容を盛りこむと、読む人に伝わりずらい文章
になります。
書く方にとっても、文章のつながりや、ねじれなどのできないように、必要以上
の神経を使うことになります。「一文一義」つまり１つの文章には１つの内容しか
盛り込まないのが理想です。



論文の書き方・そのポイント　　�

★「です。ます」体か、「だ。である」体か★

文体の混用は読みづらくなります、語調を整えて統一感を

口語体の文章には、敬文体（です。ます体）と常文体（だ。である体）の２つが
あります。原則として、この２つの文章形態が混じりあわないようにすることは大
切です。企業論文では「だ。である」体が一般的です。

★読みやすさを演出する“段落の魔術”★

１段落＝200字のマジック、読み手のハートをしっかりとつかむ

段落の長さも、また文章にするための大きな役割を持っています。理想的ボリュー
ムは文字数にして 200 字、と考えられています。200 字ぐらいなら、ひとにらみ
で読むことができ、理解しやすくなります。
簡単な短い文に越したことはありませんが、筆者の意向が十分に伝わらなくては、
何のために論文を書いたのか意味がありません。その点 200 字あれば、ある程度
まとまった考えを文章として書くことができるでしょう。
なお、大きな段落の頭には、小見出しを付けるのも効果的です。何もないと原稿
5〜10枚も切れ目のない文章が続き、それだけで読む気がなくなる恐れがあります。

〈箇条書〉こそ究極の文章

要点伝えるスリムな文章、複雑な要素も整理次第。

読み手にとっても書き手にとっても、また視覚的にも心理的にも、
取り組みやすいのがこの〈箇条書〉の文章の特徴です。複雑な要素を
持った文章も、整理した形で読み手に伝わります。

〈箇条書のコツ〉

・本文よりも２〜３字下げて書く。行末の句読点はいらない
・文体は本文が〈敬体〉で書かれていても〈常体〉でよい
・項目ごとに改行する
・番号を振って区別するとともに、できれば小見出しをつける
・順番よく並べる。あちこちに分散しては読みづらい
・〈頭括法〉的な書き方が理想的



�　　論文の書き方・そのポイント

　論文のいろいろな形

結論をどこに置くかで、論文の書き方は違ってきます。

―どの方法を選びますか―

・最後に結論のある論文	 〈尾括法〉
・結論が最初にある論文	 〈頭括法〉
・最初と最後、結論が両方にある	〈双括法〉

☆最後に結論のある論文〈尾括法〉☆

論理の展開が無理なくわかる、誰にもなじみの深い論文の形

一般的には、３段落あるいは４段落で構成されます。
３段落ならば、序論、本論、結論の形になります。
４段落では、起承転結です。問題提起、その説明及び主張、反対論への言及、結
論の順で書くのが分かりやすいでしょう。ただし、「起」の段階では素晴らしい主
張をしたのに、「結」の段階でトーンダウンしたり、矛盾した関係にならないよう
に注意が必要です。

☆結論が最初にある論文〈頭括法〉☆

一目で結論を読み取れます、相手に与えるインパクトも強い

〈尾括法〉の論文が書ければ、〈頭括法〉は論文の並びかえだけで完成です。
起・承・転・結→　結・起・承・転
序文でなかなか面白そうだと注目を引く書き方も研究して下さい。最初の数ペー
ジを書店の店頭で拾い読みして「これは面白そうだ、興味ある」と判断して本を買
うときの事を思い出して下さい。

☆最初と最後、結論が両方にある〈双括法〉☆

〈頭括法〉プラス〈尾括法〉、主題の反復で２度アピール

論文の冒頭と最後に結論の置かれている論文で、主題を繰り返して述べることは、
ただでさえ大きなインパクトを与えます。また、論文でも会話でも、相手にとって
１番印象的なのは、最初と最後の部分だといいます。



論文の書き方・そのポイント　　�

　実際の論文作りへの基本的アプローチ

★骨組みづくりのコツ★

論文の目的・論理構成をしっかり、読み手の反論も予期して書く

まず、目的をはっきりして下さい。何を主張するために。どのような論文を書く
のか。
１番目は、論理構成をしっかりさせることです。そのためには、2番目として情
報の収集と分析が正否のカギをにぎることになります。３番目には、客観的な目を
持ち反論を予期して論理を組立てて下さい。
一人一人の考え方がみんな違うように、それぞれの情報・状況判断についても当
然別の見方があるのが普通です。論点が定まらない例として、感想文、エッセイ風
の作品を見かけますが、論文とは本質的に違いますので注意して下さい。
場合によっては主題が決まっても仕上がりの姿を描くのが難しかったり、執筆す
るにしたがって主題が変化することもあります。最初から完璧な文章で書こうと難
しく考えず、書けるところからまず書き出すことも大切です。

テーマ探しのために〜独創性の発揮〜

外国に留学した学生から「日本の文化についてどう思う」と質問されて、
すぐには言葉が出なくて困ったという話を聞いた。何について話したらいい
のか、歴史か、芸術か、人物か…思いつかずに赤面したという。
「文化」という言葉の漠然とした響きに戸惑ってはいけない。
難しく考える前に、自分が関心を持っていることや体験、あるいは趣味か
ら話し出すことが大切で、このことは文章を書く時にも通じるものです。
「論文」ということで大仰に考えずに、まず自分自身に「大切に思ってい
るものは？」「印象に残っているものは？」「関心を持っていることは？」「伝
えたいことは？」と問いかけてもらいたい。
そこから、テーマや素材が見つかる。
それを掘り下げて、深く思索し、文章にして行く。それで足りないところ
は、新聞を読んだりテレビを見たり、図書館に足を運び情報を収集する。こ
れは他から与えられたテーマについて書く場合も同じです。
論文の独創性は、自分を振り返り、自分の考えを持つことなくしては、発
揮できません。



�　　論文の書き方・そのポイント

★論文作成の手順★

まずは素材となる「ひらめき」を書き留める

論文を書く作業は、次の部分から成り立っています。
１．何について書くのか、題材をいくつかリストアップする	 （題材の選定）
２．どの題材の、どどこにスポットをあてるのか決める	 （主題の決定）
３．論を展開するための素材（資料や自分の体験など）を揃える	 （論点の整理）
　　結果として、提言できる事柄は何かを明確にする
４．素材を組み立てる	 （構　　　成）
５．本論の文章化	 （叙　　　述）
　　主題・論文要旨・はじめに・おわりにの文章化
６．仕上げをする	 （推　　　敲）
＊とくに、できあがった論文を点検し、検査すると同時に、仕上げの手直しをす
る行為は、論文を完成品として送り出すには欠かせないものです。

★文章作りのマナー★

「全然」は、否定なのか、肯定なのか？字の感じを大事にしましょう

最近、使用法の乱れている言葉に「まったく」「絶対」「全然」などがあります。
これらの言葉は本来、打ち消しや否定を伴うのが正常な使用法です。ところが、こ
れを肯定的に使用する例が目立ち、一瞬判断しかねます。このほか、意外に多いの
が漢字の間違いです。とくに偏（へん）と旁（つくり）に注意して下さい。
年号の表記は西暦か和暦かどちらかに統一すること、同様に比率（パーセント、割）
も混用しないで下さい。様々な資料を用いた場合は、それぞれの基準が同じか、比
較対象とするのにふさわしいものかを確認することも大切です。

付録　「論文の書き方。そのポイント」
フレッシャーズ産業論文コンクール事務局編

〒103-8548  東京都中央区日本橋小網町14番1号
TEL  03（5644）7253　/　FAX  03（5644）7261

http://www.nikkan.co.jp/fresh/

※ 掲載されている内容の著作権は、日刊工業新聞社に帰属します。 
※ 著作権者に無断で転載、複製、放送、公衆送信、翻訳、販売、貸与等の利用をすることは

できません。
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